「気張る」補考 by 近藤 明
『日本語学」一九九六年三月号の特集「感性動詞語句」の一環
として執筆した拙稿「意気込む．張り切る・頑張る・気張る」
（以下「前稿」）において、「気張る」について述べたことに若
干の補足を加えたい。「気張る」の意味を、例えば『新潮現代
国語辞典』では
一①気力を充実させて頑張る。元気を出す。奮発する。②
息
を
つ
め
て
力
む
。
二
気
前
よ
く
金
を
出
す
。
は
ず
む
。
と
記
述
し
て
い
る
。
こ
の
中
で
前
述
の
感
性
動
詞
に
属
す
る
の
は
、
｜
の
①に分類されるようなものであろうが、この種の「気張る」に
ついて前稿では次の二点を指摘した。
（イ）現代では、「頑張る」と一一一一口い換えられるような「気張
る」は、特定地域の方言としての性格が強くなってい
る
の
で
は
な
い
か
。
（且方言以外で一の①に分類されるような「気張る」が使
われるとすれば、それは単に「頑張る」といったこと
「気張る」補考
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近
藤
明
ではなく、「見栄を張ったり体裁を整えたりするため
奮起して本来の力以上のものを此れ」ような意味の場
合
に
限
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
ただ石）のような「気張る」の分析の根拠は、筆者自身の
内省と、菊の花を擬人化した用例一例のみであった。前稿の校
了
後
、
こ
の
よ
う
な
分
析
に
適
合
す
る
用
例
を
見
出
し
た
の
で
こ
こ
で
補
足しておく。
①大物ゲストに慣れていないこともあって、うまくないヨイ
シ
ョ
と
ま
と
め
癖
か
ら
く
る
ト
ン
チ
ン
カ
ン
な
ま
と
め
も
目
立
つ
。
そ
こ
に
加
え
て
、
さ
も
プ
ロ
レ
ス
に
理
解
が
あ
る
か
の
よ
う
な
相
槌
を
打
つ
も
の
だ
か
ら
、
微
妙
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
相
違
感
に
馬
場
か
ら
さりげない指摘が入って、ぎくしゃくが深まっていく一方
な
の
で
あ
る
。
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
馬
場
と
い
う
人
は
、
大
物
で
は
あ
る
が、極めて自然体の人なのだから、無理にきばらなくても
よかったのに。
（『週刊プロレス」’九九六年一月九・一六日号
「吉田七瀬の週刊テレビ時評」）
番
組
担
当
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
、
プ
ロ
レ
ス
を
よ
く
知
ら
な
い
の
に
無
理に知ったかぶりをしているためにゲストとしっくりいかない
という指摘した文章で、そのようなアナウンサーの一一一一口動を表す
言葉として「気張る」が用いられている。この「気張る」は
「見栄を張って本来の力以上のものを出す（出そうとすること
いう点で、先の分析に適合する。
3５
②仮にかぎらず、いま将棋界を席巻している若い棋士たちに
共通していることは、変に気張らず、どこまでも冷静でね
ばり強いところである。たとえば、以前の棋士たちには、
「若者なら、ここで一気に行かなくては」とか、「負けて
も
、
こ
ん
な
手
は
指
さ
な
ど
と
い
う
、
気
負
い
と
い
う
か
、
こ
だ
わりのようなものがあった。しかし何も若者だからといっ
て、無理を承知で突き進むことはないし、負けと判ってい
る手を指すこともない。
（『週刊現代』一九九六年三月九日号
渡辺淳一「風のように」）
将棋の羽生名人に関する話題で、ここでは「気負い」を持っ
て「無理を承知で突き進む」ことが「気張る」とほぼイコール
のこととして扱われているようである。これも先の分析に適合
する。なお筆者の渡辺淳一氏は北海道出身であるが、北海道は
才）で述べた「特定の地域」には該当しない。
更に本学教育学部の学生に、｜の①のような「気張る」を使
うか否か、授業中簡単なアンケートの形で尋ねた（先入観を避
け
る
た
め
（
イ
）
（
巳
の
よ
う
な
情
報
は
与
え
て
い
な
い
）
と
こ
ろ
、
けるため（イ）（ロ）のし
次のような回答があった。
⑥何かの作業をする時に、充分に、あるいは必要以上に気
ママ
合いを入れて、凝りすぎと田心われる程胆念に仕上げる様子
に使う。「きばってレポートを作る」（金沢市出身の学生）
⑥「何きばってるんだ」というような人を馬鹿にするときに
（１）これについてはこの意味との関連が当然老えられよう。
（２）多くの辞書に登録されている意味・用法が、現代では特定
使
っ
て
い
た
印
象
が
あ
る
。
（
愛
知
県
瀬
戸
市
出
身
の
学
生
）
⑥の回答の「必要以上に気合いを入れて、凝りすぎと思われ
る程」というあたりは、前述の分析や①⑦の例と適合するし、
◎の回答の「人を馬鹿にするときに使う」というのは、そのよ
う
な
行
動
に
対
す
る
価
値
判
断
は
マ
イ
ナ
ス
評
価
に
傾
き
や
す
い
こ
と
に
基づくものかと思う。現に①⑦の例も、マイナス評価を伴うも
のと言える（ただし前稿で掲げた、十一一月の寒さの中で美しく
咲く菊の花の例は、マイナス評価は伴わずむしろけなげな様子
を表しているので、全ての場合がマイナス評価とも言えない）。
現
代
の
共
通
語
に
つ
い
て
の
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
を
中
心
的
な
目
的
とする辞書においては、「気張る」の意味記述は、（ロ）に挙げ
たよう恋坊向のものを中心とするのが適当ではないかと筆者は
考
え
て
お
り
、
そ
れ
を
更
に
強
く
主
張
す
る
に
は
（
イ
）
の
点
に
つ
い
て
もっと確実な把握をすることが必要であろうが、とりあえず本
稿
で
は
Ｓ
）
の
裏
付
け
と
な
り
そ
う
な
も
の
を
若
干
補
っ
て
補
強
し
て
おく次第である。
注
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〔初校時付記〕
『ＣＤｌＲＯＭ版新潮文庫の百冊』（新潮社）によって検
索
し
更
に
用
例
を
得
た
が
、
い
ず
れ
も
以
上
の
記
述
の
範
囲
内
に
収
ま
る
ものと判断された。
（本学教官）
地
域
の
方
言
的
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
指
摘
としては、例えば空間的意味の「ゆっくり」に関するもの
がある（土岐留美江「ゆっくり．ゆったり・のんびり」「日
本
語
研
究
』
一
一
一
一
一
九
九
二
）
。
内
省
に
重
点
を
お
い
て
論
を
進
め
て
い
く
場
合
、
論
者
の
言
語
経
歴
を
明
示
す
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
点
に
お
い
て
有
効
か
つ
必
要
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。
これも八年度入学生より中学校懲貝養成課程国語専攻が廃止
された。教育学部の改革によるもので、従来の課程が大巾に再
編
成
、
新
た
な
第
一
歩
を
踏
み
出
す
。
研
究
室
の
学
生
は
ほ
ぼ
学
校
教
育
教員養成課程言語教育コースに所属する。英語と合わせて一学
年の定員は二十名だから、かなり縮小されている。
金沢大学教養部廃止により、平成八年四月一日付で前田久徳
教官をお迎えした。ご専攻は日本近代文学で、特に谷崎潤一郎
を
中
心
に
川
端
康
成
、
室
生
犀
星
な
ど
巾
広
い
研
究
を
続
け
て
い
ら
っ
し
ゃる。これでスタッフはこれまで最多の八名になる。
■研究室だより
3７
